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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 3,200 0.3 43 △67.6 91 △37.1 63 △28.4

2021年３月期第２四半期 3,188 17.3 135 － 145 － 89 －

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 106百万円（△20.5％） 2021年３月期第２四半期 134百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 15.35 －

2021年３月期第２四半期 21.44 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第２四半期 5,439 1,982 36.4 474.98

2021年３月期 5,378 1,920 35.7 460.17

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 1,980百万円 2021年３月期 1,918百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

2022年３月期 － 0.00

2022年３月期（予想） － 10.00 10.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,778 5.6 146 △44.8 210 △27.2 130 △23.5 31.18

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 4,179,000株 2021年３月期 4,179,000株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 9,877株 2021年３月期 9,877株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 4,169,123株 2021年３月期２Ｑ 4,169,123株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規  －社  （社名）－、除外  1社  （社名）有限会社あきかわ牛乳

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間（2021年４月１日～2021年９月30日）におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス

変異株の急速な拡大により、緊急事態宣言の発出やまん延防止等重点措置の適用等による社会・経済活動の制限が

続き、引続き厳しい状況で推移しました。その一方で、感染予防意識の高まりや自治体による外出自粛要請等によ

り、食材の宅配サービスに対する需要は高水準で推移しております。

　当社グループにつきましても、直販事業の販売は好調に推移しましたが、昨年４～５月の１回目の緊急事態宣言

発出時の急激な販売増加の反動の影響により、前年対比では生産卸売事業の鶏肉を中心に販売が減少し、全体の売

上は横ばいとなりました。利益面につきましては、直販事業における会員募集費の積極的な投入や飼料価格の値上

がり、間接部門における販売費及び一般管理費の増加等により減益となりました。（前年対比では減益となってお

りますが、業績予想に対してはおおむね順調に推移しております。）

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、32億円（前年同期比0.3％増）、営業利益は43百万円（前

年同期比67.6％減）、経常利益は91百万円（前年同期比37.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は63百万

円（前年同期比28.4％減）となりました。（なお、営業利益が経常利益と比較して少額になっておりますが、飼料

価格の高騰時に備えた安定基金からの補填金収入（44百万円）を営業外収益で計上していることが主な要因であり

ます。）

セグメントの業績は次のとおりであります。

（生産卸売事業）

　生産卸売事業につきましては、主な販売先である生活協同組合及び宅配会社において、新型コロナウイルスの影

響で需要は引き続き高水準で推移しており、冷凍加工食品の販売は増加いたしました。しかしながら昨年４～５月

の急激な販売増加の反動の影響により、鶏肉の販売が減少したため、生産卸売事業全体の売上高は減少いたしまし

た。利益面につきましては、売上高の減少要因に加えて、飼料価格の値上がりや鶏肉一次処理場の歩留率の低下等

により減益となりました。

　この結果、生産卸売事業の売上高は、24億５百万円（前年同期比3.1％減）、営業利益は２億15百万円（前年同

期比19.6％減）となりました

（直販事業）

　当社の食を中心とした安心・安全な食品を全国の個人の消費者に直接お届けする直販事業につきましては、新型

コロナウイルスの影響や、会員募集費の積極的な投入等により、首都圏を中心に会員数が順調に伸長したため、売

上高は増加いたしました。利益面につきましては、会員獲得に向けた会員募集費の積極投入や、ピッキングコスト

等の販管費率の増加により減益となりました。

　この結果、直販事業の売上高は、７億94百万円（前年同期比12.6％増）、営業利益は４百万円（前年同期比

86.3％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、60百万円増加し、54億39百万円とな

りました。これは主に、有形固定資産が43百万円増加したことによるものであります。

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べ１百万円減少し、34億57百万円となりました。

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ61百万円増加し、19億82百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年3月期の業績予想につきましては、2021年５月14日に公表いたしました業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 926,888 655,944

受取手形及び売掛金 702,967 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 750,444

商品及び製品 274,925 290,638

仕掛品 164,305 257,344

原材料及び貯蔵品 78,173 226,483

未収入金 119,352 74,358

その他 47,079 47,303

貸倒引当金 △3,390 △3,076

流動資産合計 2,310,301 2,299,441

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,060,644 1,114,609

機械装置及び運搬具（純額） 482,606 479,336

土地 1,022,570 1,022,570

建設仮勘定 64,077 60,713

その他（純額） 115,934 111,666

有形固定資産合計 2,745,833 2,788,895

無形固定資産

のれん 16,113 14,289

その他 25,381 21,612

無形固定資産合計 41,494 35,901

投資その他の資産 280,864 314,837

固定資産合計 3,068,193 3,139,634

資産合計 5,378,494 5,439,075

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 399,605 373,876

短期借入金 1,009,341 963,854

リース債務 7,129 7,182

未払法人税等 102,757 24,615

賞与引当金 38,900 71,070

その他 413,752 460,703

流動負債合計 1,971,486 1,901,302

固定負債

長期借入金 1,119,117 1,172,278

リース債務 21,019 17,414

繰延税金負債 5,675 8,541

退職給付に係る負債 275,532 289,397

役員退職慰労引当金 65,527 68,074

固定負債合計 1,486,872 1,555,706

負債合計 3,458,358 3,457,008

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 3 -

㈱秋川牧園（1380）　2022年３月期　第２四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 714,150 714,150

資本剰余金 553,441 553,441

利益剰余金 589,388 608,467

自己株式 △5,880 △5,880

株主資本合計 1,851,099 1,870,178

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 67,405 110,055

その他の包括利益累計額合計 67,405 110,055

非支配株主持分 1,630 1,833

純資産合計 1,920,136 1,982,066

負債純資産合計 5,378,494 5,439,075
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高 3,188,974 3,200,046

売上原価 2,343,108 2,370,683

売上総利益 845,865 829,362

販売費及び一般管理費 710,803 785,615

営業利益 135,061 43,747

営業外収益

受取利息 117 93

受取配当金 754 794

補填金収入 9,620 44,969

補助金収入 2,156 1,713

その他 4,505 5,661

営業外収益合計 17,153 53,231

営業外費用

支払利息 6,008 5,508

その他 840 －

営業外費用合計 6,849 5,508

経常利益 145,365 91,470

特別利益

固定資産売却益 928 2,216

補助金収入 － 4,164

特別利益合計 928 6,380

特別損失

固定資産売却損 456 1,101

固定資産除却損 341 833

固定資産圧縮損 － 4,164

特別損失合計 797 6,099

税金等調整前四半期純利益 145,496 91,752

法人税、住民税及び事業税 56,561 16,773

法人税等調整額 △614 10,779

法人税等合計 55,946 27,553

四半期純利益 89,550 64,199

非支配株主に帰属する四半期純利益 184 202

親会社株主に帰属する四半期純利益 89,365 63,996

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益 89,550 64,199

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 44,804 42,649

その他の包括利益合計 44,804 42,649

四半期包括利益 134,354 106,848

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 134,170 106,646

非支配株主に係る四半期包括利益 184 202

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 145,496 91,752

減価償却費 186,272 187,738

のれん償却額 1,824 1,824

貸倒引当金の増減額（△は減少） △72 △313

賞与引当金の増減額（△は減少） 19,072 32,170

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 11,297 13,864

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,147 2,547

受取利息及び受取配当金 △871 △887

支払利息 6,008 5,508

有形固定資産売却損益（△は益） △471 △1,114

有形固定資産除却損 341 795

売上債権の増減額（△は増加） 17,803 △47,476

棚卸資産の増減額（△は増加） 62,278 △256,521

未収入金の増減額（△は増加） △15,340 44,993

仕入債務の増減額（△は減少） 55,980 △25,729

補助金収入 － △4,164

固定資産圧縮損 － 4,164

その他 △12,845 56,668

小計 478,919 105,818

利息及び配当金の受取額 871 887

利息の支払額 △6,028 △5,533

補助金の受取額 － 4,164

法人税等の支払額 △29,582 △92,434

営業活動によるキャッシュ・フロー 444,179 12,902

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △136,380 △249,804

有形固定資産の売却による収入 4,597 4,153

投資有価証券の取得による支出 △8 △8

貸付けによる支出 △1,150 △1,500

貸付金の回収による収入 1,640 1,927

ソフトウエアの取得による支出 △1,704 △1,578

その他 △2 7

投資活動によるキャッシュ・フロー △133,008 △246,802

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 100,000 150,000

長期借入金の返済による支出 △175,640 △142,326

配当金の支払額 △20,609 △41,166

リース債務の返済による支出 △2,738 △3,551

財務活動によるキャッシュ・フロー △98,988 △37,043

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 212,183 △270,944

現金及び現金同等物の期首残高 618,608 926,888

現金及び現金同等物の四半期末残高 830,792 655,944

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1）連結の範囲の重要な変更

　当第２四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であった有限会社あきかわ牛乳は、2021年７月１日に当社

を存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

(2）連結子会社の事業年度等に関する事項

　従来、連結子会社のうち決算日が12月31日である有限会社あきかわ牛乳については、同日現在の財務諸表を使用

し、連結決算日との間に生じた重要な取引について連結上必要な調整を行っておりました。

　2021年７月１日を効力発生日として、当社が同社を吸収合併することを決定したことを契機に、より適切な連結財

務諸表の開示を行うため、第１四半期連結会計期間より連結決算日に本決算に準じた仮決算を行う方法に変更してお

ります。

　この変更により、当第２四半期連結累計期間は、2021年１月１日から2021年６月30日までの６か月間を連結してお

ります。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、従来、販売費及び一般管理費に計上しておりました、販売手数料等の顧客に支払われる対価の一部に

ついて、取引価格から減額する方法に変更しております。なお、変動対価が含まれる取引については、その不確実性

が事後的に解消される際に、収益の著しい減額が発生しない可能性が高い部分に限り、取引価格に含めております。

また、有償支給取引について、従来は有償支給した支給品について消滅を認識しておりましたが、支給品を買い戻

す義務を負っている場合、当該支給品の消滅を認識しない方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は14,621千円、販売費及び一般管理費は15,292千円それぞれ減少

し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ670千円増加しております。また、利益剰余金の

当期首残高は3,226千円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示すること

といたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新

たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。

- 7 -

㈱秋川牧園（1380）　2022年３月期　第２四半期決算短信



（単位：千円）

報告セグメント
合計

生産卸売 直販

売上高

外部顧客への売上高 2,483,579 705,394 3,188,974

セグメント間の内部売上高
又は振替高 206,612 3,179 209,791

計 2,690,192 708,573 3,398,766

セグメント利益 267,938 29,306 297,244

利益 金額

報告セグメント計 297,244

のれんの償却額 △1,824

全社費用（注） △160,358

四半期連結損益計算書の営業利益 135,061

（単位：千円）

報告セグメント
合計

生産卸売 直販

売上高

外部顧客への売上高 2,405,582 794,464 3,200,046

セグメント間の内部売上高
又は振替高 214,764 2,895 217,659

計 2,620,346 797,359 3,417,706

セグメント利益 215,537 4,000 219,538

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2020年４月１日　至2020年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
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利益 金額

報告セグメント計 219,538

のれんの償却額 △1,824

全社費用（注） △173,967

四半期連結損益計算書の営業利益 43,747

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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